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Abstract
　“Meiji Restoration,” “Taisho Democracy,” and “Showa Genroku”. The names of the three Japanese imperial eras 

have their own phrases to reflect their times and social conditions. What words can properly describe the Heisei 

era? The Heisei era ended on May 1, 2019 when the Emperor Akihito abdicated and the Crown Prince acceded 

as the new emperor. It was the first abdication by an emperor under the current constitutional government. The 

timing of the abdication was announced in advance because a new one-time abdication law was enacted, enabling 

Japanese newspapers to publish feature articles to review the Heisei era before its end. Asahi, Yomiuri, and Mainichi 

newspapers chronicled the Heisei era by running large-scale projects with feature articles on three themes: politics, 

economy and disasters. This report analyzes the projects and opinion polls by the three newspapers and shows how 

they reviewed the Heisei era. It also aims to state how the content of the projects this year was different from 1989 
when the Heisei era started after the death of the Emperor Hirohito and to mention perspectives which none of the 

three newspapers had in their projects.
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１．はじめに
「明治維新」「大正デモクラシー」「昭和元禄」．
元号は，その時代と社会の世相を投射してき
た．それでは平成の時代はどんな言葉で言い表
せるのだろうか．
憲政史上初めて天皇が退位し，2019 年 5月 1
日に皇太子が新天皇に即位した．退位を実現す
るための「天皇の退位等に関する皇室典範特例
法」（退位特例法）による代替わりで，元号は
「平成」から「令和」となり，30年と 3カ月に
及んだ「平成」は幕を閉じた．
明治以降，天皇は終身在位制だったが，上

皇に就いた前の天皇は 2016 年 8月，退位の意
向を示唆するビデオメッセージを公表した．新
聞各紙の世論調査では退位を支持する意見が大
半を占め，政府は退位特例法案を国会に提出，
2017 年 6月に成立した．退位の日を 2019 年
4月 30 日と定めた政令が閣議決定されたのは
2017 年 12 月 8日である．
新聞各紙が平成を振り返る大型企画を始めた
のは退位特例法の成立を受けてからだった．三
大紙の朝日新聞と読売新聞，毎日新聞は特集面
を使い，朝日は『平成とは』，読売は『平成時
代』，毎日が『平成の記憶』という統一したタ
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イトルで 2017 年秋から冬にかけて連載を始め，
改元直前の 2019 年春まで断続的に掲載した．
「昭和」から「平成」への前回の改元は，
1989 年 1月 7日に昭和天皇が逝去したことに
よる．太平洋戦争の敗戦を経て，君主から象徴
に憲法上の地位が変わった昭和天皇の戦争責任
をどう論じるかが報道の課題となり，紙面は戦
争と天皇との関係の検証に力点がおかれた．
これに対し平成は，退位時期が事前に決ま
り，平成という時代を総括する企画を改元前に
掲載することが可能となった．天皇の戦争責任
に絞り込まれた昭和と比べ，論点も多様化し
た．朝日，読売，毎日 3紙は政治，経済，災害
など分野ごとに平成を振り返り，グラフや写真
を多用し，平成がどういう時代だったのかを一
目でわかるような記録資料として残すよう工夫…
した．
本稿はまず，三大紙の大型企画とそれに合わ
せて実施した世論調査結果を分析し，新聞が平
成をどう総括したのかを提示する．昭和天皇逝
去による前回改元時との違いを示し，大型企画
に欠けていた視点についても言及したい．
筆者は 2018 年 3月まで全国紙の記者を 30年
以上務め，現代新聞論を専門とする大学教員に
なった．時事教養を扱う「現代政治概論」とい
う授業では，地下鉄サリン事件や阪神大震災な
ど平成に起きた重大ニュースを解説し，現代史
を掘り起こしている．受講生に平成はどんな時
代だったかを自由記述させており，その結果と
新聞報道との比較もする．

２．改元に対する国民意識
同じ元号が続いた時期の総括に意義はあるの
か．まず元号の歴史をたどってみる．
元号は，その君主の在位期間を象徴するも
のとして，年につけた名称のことをいう．約
2000 年前，中国の古代王朝・漢の武帝時代に初
めて制度として制定され，周辺国に広がった．
日本初の元号は「大化」（645 ～ 650 年）と
され，701 年の「大宝律令」で元号使用が定め
られて以降，元号は途切れていない．1人の天
皇の治世に一つの元号という「一世一元」は

1868 年の明治改元に始まり，天皇の権威を高
める狙いから旧皇室典範に明記された．太平
洋戦争後，日本を占領した連合国軍総司令部
（GHQ）の指示で旧皇室典範は廃止された．新
しい皇室典範には元号の規定がなく，「昭和」
は法的根拠を失うが，1979 年に元号法が成立
し，「平成」への改元は元号法に基づいて初め
て行われた．（2019 年 3月 1日毎日新聞朝刊特
集面「元号の基礎知識」）
なお，現在，元号を使用している国は日本だ
けである．
元号の存続をめぐり国内で激しく論議された
のは 1975 年前後．元号法がまだ制定されてお
らず，存続派と廃止派に分かれての論争となっ
た．世論調査や識者で多数を占めたのは，元号
は残し，西暦も使うという中間派というべき立
場だった．（1989 年 1月 8日読売新聞朝刊特集
面「元号の歴史とその時代」）
その後，元号制に対する国民意識は変化した
か．退位特例法が成立した翌月の 2017 年 7月
に朝日新聞社が実施した世論調査によると，元
号について「今後も続けていく方がよい」と
75％が答え，「そうは思わない」の 15％を大
きく上回った．天皇制に対する考えを聞いた
読売新聞社の郵送全国世論調査（2018 年 10 ～
11 月）でも「今の象徴天皇のままでよい」が
79％を占めている．元号制とともに象徴天皇制
を続けることが国民意識の多数と一致している
と言える．
これらの調査結果を見る限り，元号は国民
生活に根付いている．人為的な時間の区切りで
あっても，社会全体が共有した平成という時代
を語り，総括することに意義はあると考える．

３. 三大紙の大型企画の狙い
「平成」は中国の古典に記された「内平らか
に外成る」（史記），「地平らかに天成る」（書経）
という文言に由来し，国の内外にも天地にも平
和が達成されるという意味がある．元号に込め
られた意味は現実のものとなっただろうか．平
成の 30年間，バブル崩壊後の経済は低迷し，
未曾有の天災やテロが起き，北朝鮮やイスラム
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圏など世界情勢も不安定だ．しかしながら，ス
ポーツや芸術などで新たな世代が世界で活躍
し，新たな情報技術が生まれ，生活に変化をも
たらした．
「この約 30年を顧み，次代を展望…する」とい
う狙いで，読売新聞が 2017 年 11 月 10 日朝刊
から始めた大型企画『平成時代』は「さまざ
まな意味で，近代日本の転機となる 30年間で
あった」と平成を意義づけている．
退位特例法が制定された 2017 年 6月以降，
三大紙は平成を振り返る大型企画を始める．前
述した読売新聞『平成時代』のほか，朝日新聞
は『平成とは』（2017 年 8月 27 日朝刊開始），
毎日新聞は『平成の記憶』（2017 年 12 月 2日
開始）と『平成という時代』（2018 年 8月 28
日朝刊開始）とそれぞれタイトルを統一して，
改元直前の 2019 年春まで断続的に連載した．

【朝日新聞】
平成の幕が閉じるまで何をどう報じるか．

2018 年 3月 8日に開かれた朝日新聞社の「あ
すへの報道審議会」（注 1）の会合で，ゼネラ
ルエディターの中村史郎は次のように述べてい
る．「私たちは大きく二つのテーマに取り組ん
でいる．一つは，平成という時代を同時代的に
総括し，新時代の幕開けに備えることだ．もう
一つは，現憲法下で即位した初の天皇として，
現天皇が自ら体現してきた象徴天皇のあり方を
多角的に報じることだ」（2018 年 3月 20 日朝
日新聞朝刊「あすへの報道審議会」）．
朝日新聞の大型企画『平成とは』は，▽プロ
ローグ（計 5回）▽第 1部～第 3部（計 16回）
▽『あの時』――で構成された．その中で，毎
回 1㌻の特集面を組んで展開したのが，平成を
象徴する出来事や事件を振り返る『あの時』で
計 18回掲載された．取り上げた出来事は，バ
ブル経済，国連ＰＫＯ派遣，ノーベル賞，阪
神大震災，ドイツ統一，ゆとり教育，新幹線，
サッカーワールドカップ（Ｗ杯），北方領土，
日中問題，米同時多発テロ，介護保険，オウム
真理教事件，沖縄と基地，アニメ大国，地球環
境，デフレ，宮中祭祀．特定の分野に偏らず，

その回のテーマに精通したベテラン記者が担当
した．第 1回「バブルが残した重い問い」で
は，▽日経平均株価の推移のグラフ▽元特別編
集委員の解説記事▽作家・江上剛の談話――で
構成し，バブル経済が平成時代の社会に与えた
影響をまとめている．
『平成とは』の取材班は「平成とはどんな時
代か」を巡り議論した．しかし「激動の昭和」
のようなわかりやすい言葉でくくることがで
きない．連載開始前月の 2017 年 7月に朝日新
聞社が実施した世論調査では，66％が平成の時
代を「明るい」「どちらかといえば明るい」と
答えていた．一方で，「収入など経済的な格差
が広がってきていると思いますか」の問いに
78％が「広がっている」と答え，非正規雇用が
増えていることや少子高齢化が進むことについ
て 7割以上が「不安だ」「どちらかといえば不
安だ」と回答している．それなのに平成を肯定
的にとらえる人が多い．NHKが 5年に一度実
施している「日本人の意識」調査でも，「今の
生活に満足している」と答える割合は，昭和末

図 1　 2018 年 10 月 28 日朝日新聞朝刊 32 面
『平成とは　あの時』
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期の 1988 年の 24・8％から 2018 年は 38・7％
に増え，「どちらかといえば満足」とを併せる
と 9割以上に上る．不安を抱えながらも生活に
満足しているというのが平成時代全体の傾向と
言えようか．朝日新聞の『平成とは』取材班
は，「明るい不安社会」とでも言える空気が広
がっていると指摘した．前述の「あすへの報道
審議会」で，世論調査部長の前田直人は「その
不満や明るさを掘り続ける作業が今後，大切な
のだろう」と語っている．

【読売新聞】
読売新聞の『平成時代』も通常紙面とは別に
特集面を使った．特集面の多くは見開き 2ペー
ジである．特に，2018 年の正月時期に連載し
た５回の企画記事は，１面と見開き 2ページの
特集面を使っての展開だ．「越える」「備える」「揺
れる」「つながる」「創る」の五つをキーワード
に，海外で活躍する若いアスリート，大震災や
テロなどへの備え，バブル崩壊と 55年体制の
終わり，インターネットの登場と発展，人口減
少社会の行方――を取り上げている．
特集面の大型企画『平成時代』は正月連載の
5回を含めて計 26回掲載された．朝日新聞と
同様，象徴天皇，巨大災害，憲法，サッカー界
の飛躍，凶悪事件，戦後 73年――などテーマ
ごとに解説，説明している．読売の場合，世論
調査の分析にも力を入れている．
外部有識者の意見を取材や紙面作りに生かす

のを目的とした読売新聞の第 20回「報道と紙
面を考える」懇談会（注 2）が「平成時代――
『つながり』変わった 30年」をテーマに 2018
年 4月 4日に開かれた（同月 21日朝刊に詳報
掲載）．
懇談会では，この正月連載の狙いについて，

編集局次長の幸田周は「右肩上がりに増えてき
た日本の人口が初めて減った時代でもあり，次
の時代はどうなるかということにも目を配りな
がら連載を展開した」と説明し，特にインター
ネットの進展を「平成を彩った最大の変革」と
位置づけた．
読売新聞グループ本社取締役最高顧問・主筆
代理の老川祥一は「インターネットを通じて，
遠く離れた人とも気軽に連絡が取れるような，
便利な時代にもなった．その反面，直接人と人
が会い，話をする，そうした人間関係が希薄に
なったり，見ず知らずの人同士が名前も分から
ないまま深い付き合いになり，大きな事件につ
ながったりするなど，ひと頃では想像もつかな
いような現象も起きている」と述べた．ネット
社会の急速な発達への戸惑いもうかがえる．
インターネットが引き起こす対人関係や人と
のコミュニケーション，孤独感などの精神的健
康への影響は社会的関心の高いテーマである．
インターネット先進国の米国で 1998 年，カー
ネギーメロン大学教授のロバート・クラウトら
が「インターネットを使うほど孤独感が強くな
る」という研究結果を発表した．コミュニケー

図 2　2018 年 11 月 27 日読売新聞朝刊特別面『平成時代』
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ションを豊かにするはずのインターネットが逆
に作用するという「インターネット・パラドッ
クス」と呼ばれる結論が反響を呼んだ．調査を
続けると，内向的な人はインターネットの利用
が多いほど孤独感が増し，社会的参加が少なく
なるという分析結果も出た．日本では東京大学
教授の橋元良明らによる 2010 年の調査で，イ
ンターネット利用量の多い人ほど孤独感が大き
いという結果が示されている．その一方で，イ
ンターネットを利用することで家族や友人との
接触がより促進されるという研究結果もある．
実証的研究の積み重ねが必要である．

【毎日新聞】
毎日新聞は 2017 年 12 月 2日朝刊から特集面
を使った大型企画『平成の記憶』を始める．こ
れも朝日，読売と同じく，政治，経済，災害な
どテーマごとに，▽ 30年間の年表▽ベテラン
記者によるコラム「記者の記録」▽有識者のイ
ンタビュー「時代の伝言」――で紙面を構成し
た．2019 年 4月までに計 23回掲載され，すべ
てが見開き 2ページで朝日，読売と比べると手
厚かった．
毎日新聞は『平成という時代』という通常
紙面での企画を並行して連載した．第１部「語
る」，第２部「この場所」，第３部「変化」，第
４部「伝える」と４部まで続き，第１部「語

る」は東京大学名誉教授の三谷太一郎，作家の
高村薫，慶応大学教授の小熊英二の 3氏が座談
会形式で平成時代を振り返った．第２部「この
場所」は，平成を物語るキーワードに関わる現
場を記者がルポする手法をとった．東京・秋
葉原は「インターネット社会」，名古屋・栄は
「派遣切り」，大阪・コリアンタウンは「ヘイト
スピーチ」など全国 10カ所を記者が訪ねて取
材しており，記者の主観や視点を交えた他紙に
ないユニークな企画だった．

【3 紙のまとめ】
3 紙の大型企画が取り上げたテーマは多彩
だ．多様化した平成社会を示したものと言える
が，鳥の目で時代を俯瞰する視点の企画も必要
ではなかったか．
大型企画の中で平成全体を概観したものと言
えば，毎日新聞『平成の記憶』1回目の「主な
出来事」（2017 年 12 月 2日朝刊）くらいだろ
うか．その見出しは「長引く不況　格差拡大／
ネット普及　社会激変」である．記事では，バ
ブル崩壊で景気は低迷し貧困の広がりをもたら
したこと，パソコンやスマートフォンの普及が
暮らしや経済活動を大きく変えたこと，東日本
大震災など未曾有の災害にも直面したこと――
の三つを平成という時代に刻んだ出来事に挙げ
ている．

図 3　2018 年 12 月 7 日毎日新聞朝刊特集面『平成の記憶』
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読売新聞『平成時代』の世論調査特集（2018
年 11 月 27 日朝刊）は，全国世論調査の結果に
基づいて平成の全体像を示している．記事は
「インターネットやスマートフォンの普及など
で生活が豊かになり，日本の技術力や治安など
も世界トップレベルを保ってきたとの見方が多
数を占めた．その一方，経済力は低下し，大災
害や景気の低迷が続いたことで，先行きへの不
安や，「停滞」の時代という負のイメージも強
かった」とまとめ，「牙むく自然　漂う不安／
情報技術　生活変えた」を主見出しにとった．

朝日新聞『平成とは　あの時』のテーマ（掲載順）
バブル経済
国連ＰＫＯ派遣
ノーベル賞
阪神大震災
ドイツ統一
ゆとり教育
新幹線
サッカーワールドカップ（Ｗ杯）
北方領土
日中問題
米同時多発テロ
介護保険
オウム真理教事件
沖縄
アニメ大国
地球環境
デフレ
宮中祭祀

読売新聞『平成時代』特集面のテーマ（掲載順）
読売新聞で見る平成時代
写真が見つめた「あの時」
両陛下の道
写真で見る　冬季五輪・パラリンピック
被災と復興の記憶　繰り返す巨大災害
象徴の務め　最後の 1年
改元まで 1年　元号 247 の願い
憲法議論　社会の求め
サッカー界　飛躍の 30年

凶悪事件　闇と衝撃
戦後 73年　終戦記念日
17首相　改革と挫折と
皇室　次代へ
世論調査特集
深掘り世論調査特集
スポーツ
平成元年の日本人　バブルに踊り豊かさに酔う
大合併

毎日新聞『平成の記憶』のテーマ（掲載順）
主な出来事（年表と写真）
災害
世相・流行
政治
スポーツ
経済
IT・デジタル
社会保障
事件
女性の進出
事故
冷戦終結
ノーベル賞ラッシュ
原子力
地方の変容
教育
ライフスタイル
安保・自衛隊
企業不祥事
文化
地球環境
政官スキャンダル
号外

４. 世論調査による「平成」のイメージ
読売新聞『平成時代』世論調査特集のよう
に，3紙は「平成」に関する全国世論調査を実
施して，時代のイメージをつかもうとした．

【読売新聞】
読売新聞は 2018 年 10 月 9日～ 11月 19 日に
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全国の 18歳以上の有権者 3000 人を対象に郵
送法で実施し，2016 人の回答を得た（回答率
67％）．結果は『平成時代』で複数回にわたっ
て詳報し，1回目は同年 11月 27 日朝刊に掲載
した．
平成を象徴する国内の出来事（複数回答）は

「東日本大震災」が 85％で最も多く，「オウム
真理教事件」が 74％，「阪神大震災」が 72％と
なり，大災害とテロが上位を独占した．「東日
本大震災」は全ての年代で最も多く，平成生ま
れの 18～ 29 歳では 89％に達した．4位は「消
費税スタート」60％，5位が「東京電力福島第
一原発事故」59％．トップ 5の三つが震災関連
で「災害の時代」という印象が強いことを裏付
けている．
平成時代のイメージを 10の言葉の中から複

数選ぶという設問もある．1位は「不安定」の
53％で，全年代でトップだった．大災害，バブ
ル経済の崩壊，政権交代などが要因のようだ．
2位は「停滞」37％で，「発展」24％や「安定」
23％を上回った．同様の質問をした 1989 年 1
月調査（面接方式）では「安定」54％，「明るい」
38％，「発展」26％が多く，「停滞」は 15％，「不
安定」は９％．今回調査では平成初期のイメー
ジが一変している．

　平成を象徴する国内の出来事（複数回答）
 1 位 東日本大震災（2011 年）85％
 2 位 オウム真理教事件（1995 年）74％
 3 位 阪神大震災（1995 年）72％
 4 位 消費税スタート（1989 年）60％
 5 位 福島第 1原発事故（2011 年）59％
 6 位 バブル経済崩壊（1991 年）53％
 7 位  リーマン・ショックに伴う不況（2008

年～）36％
 8 位 天皇退位特例法成立（2017 年）29％
 9 位  皇太子さま，雅子さまご結婚（1993

年）28％
10 位  日朝首脳会談，拉致被害者 5人帰国

（2002 年）27％

【朝日新聞】
朝日新聞は 2018 年 3月中旬から 4月下旬の

全国世論調査で平成の時代認識を尋ねた．平成
とはどんな時代かを八つの選択肢から二つま
で選んでもらい，最多は「動揺した時代」で
42％を占めた．平成で一番印象に残る出来事を
自由回答で一つ挙げてもらうと，東日本大震災
や阪神・淡路大震災などの「自然災害」がトッ
プで 52％と突出し，2番目の「オウム真理教関
連の事件」7％，「東京電力福島第一原発の事故」
4％を大きく引き離した．（2018 年 4月 30 日朝
刊）．
平成とはどんな時代かの質問で「動揺した時
代」に次いで多かったのは「沈滞した時代」の
29％．続いて「進歩的な時代」25％▽「保守的
な時代」21％▽「安定した時代」19％▽「暗い
時代」９％▽「活気のある時代」６％▽「明る
い時代」５％．調査は全国の有権者から 3000
人を選び，郵送法で実施．有効回答は 1949 で，
回収率は 65％．
朝日の調査でも災害の印象の強さがうかがえ
る．また，読売の調査結果と合わせると，「沈
滞」「停滞」という時代だったという認識が広
がっていたことがわかる．

【毎日新聞】
毎日新聞の時事世論調査は 2018 年 10 ～ 12
月，埼玉大学社会調査研究センターと共同で
「あなたの平成」をテーマに実施した．平成時
代に起きた出来事で特に印象に残ったものを
複数回答可で 20項目から選んでもらうと，「東
日本大震災と福島第 1原発事故」（2011 年）が
78％で最も多く，「地下鉄サリン事件」（1995 年）
70％，「米国同時多発テロ」（2001 年）67％，「阪
神大震災」（1995 年）66％と続いた．上位四つ
の数字が飛び抜けて高く，平成に起きた災害
が考え方や価値観を「変えた」は 77％に上り，
「変えない」の７％を大きく上回った．
世論調査では，平成の 30年間に「得たもの」
と「失ったもの」は何かとも聞いている．自由
記述で，いずれも「家族」を表す言葉が最も多
かった．戦後四半世紀を振り返った 1970 年調
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査では，「得たもの」のトップは「物質，品物」
で，「失ったもの」のトップは「心」だった．
戦後の復興，高度経済成長を経た昭和と平成で
は国民の意識に違いがあることがわかる．調査
は有権者 2400 人を対象に郵送法で実施し，有
効回答は 1274 人で回答率は 53％．

【3 紙のまとめ】
3 紙の世論調査では，東日本大震災などの大
災害やオウム真理教事件などのテロの発生が，
いずれも「平成で印象に残る出来事」の上位
を占めた．「災害は考え方や価値観を変えたか」
という毎日新聞の問いに 77％が「変えた」と
回答したことは，従来の「安全神話」に根拠が
なかったと国民の多くが気づいたことを意味す
る．バブル経済の崩壊も平成を象徴する出来事
の一つで，読売新聞の調査では 6位に入った．
労働に対する価値観を変える社会の転換点だっ
た．「平成の時代に起きた大きな変化の中で，
とくに日本の社会に与えた影響が大きいと思う
もの」を尋ねた読売新聞の質問（複数回答可）
に，大災害（82％）に次いで多かったのが，ス
マートフォンの普及（66％）▽インターネット
など情報通信技術の進化（62％）――というデ
ジタル・ネットワーク社会の進展だった．メ
ディア環境の急変は国民の生活や意識を変え
た．平成に起きた社会構造の変化は，戦後の高
度経済成長で培った価値観を崩した．これに変
わる新しい価値観を見いだすのが，ポスト平成
の課題であろう．

５．若い世代の「平成」
【読売中高生新聞】
中学・高校生を読者層とする読売中高生新聞
は 2018 年 7月～ 9月，平成時代に関するアン
ケートを 17都道府県 58校で実施し，中学 1年
から高校 3年までの 2万 980 人から回答を得
た．その結果が同年 11月２日の読売新聞朝刊
に掲載された．
「平成とは○○の時代である」と平成時代を
一言で表現する自由記述では，「変化」や「進
化」が多かった．科学技術の発展，スマート

フォンの普及によるコミュニケーションの変化
を肯定的にとらえている．東日本大震災や阪神
大震災が発生したことから「自然災害」も目立
ち，「助け合い」「絆」という意見も少なくなかっ
た．

【近畿大学生】
中学・高校生よりやや年代が上の大学生は現
役生の場合，1997 年度から 2000 年度に生まれ
ている．阪神大震災や地下鉄サリン事件は知ら
ないが，小学校高学年から中学生にかけての多
感な年頃に東日本大震災が起きている．スマー
トフォンを小さい頃から使う「スマホ世代」で
もある．
筆者は 2018 年度後期の二つの授業で「昭和

は『激動』の時代と呼ばれた．それでは平成は
どんな時代か」と尋ねて自由記述させた．計
337 人が提出し，最も多かったのは，58人が書
いた「災害」の時代で全体の約 17％を占めた．
東日本大震災に加えて，2018 年 6月に最大震
度 6弱を記録した大阪北部地震で学生自身が強
い揺れを経験したことも影響したようだ．「災
害の時代」という認識は，新聞の世論調査結果
と変わりはない．
「災害」に関していえば，読売中高生新聞の
自由記述と同じく，「復興」「絆」「支え合い」「つ
ながり」「協力」という被災者支援に関する言
葉も 14件あった．台風接近に備えた電車の計
画運休の広がりなど災害対策が強化されたこと
から「災害」の時代と書いた学生もいた．一口
に「災害の時代」といっても悪いイメージだけ
ではないのが若い世代の感覚なのだろう．
災害以外では，「IT」（8人）「インターネット」

（9人）というキーワードが目立った．「安定」（3
人）「平和」（9人）「成長」（5人）と書いた学
生がいれば，ほぼ同じ割合で「停滞」（5人）「衰
退・退化」（4人）「混乱・混迷」（6人）と記し
た学生がいた．進化した時代なのか，沈滞した
時代なのかの認識は分かれている．

６.「昭和」の総括
日本の歴代元号の中で最も長く続いた「昭
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和」は天皇の逝去により終わった．その歴史的
節目の報道方針は「昭和天皇を通して昭和をい
かに総括するか，そして，新しい元号のスクー
プという重い課題があった」（『「毎日」の 3世
紀』下巻）▽「昭和の歴史を総括するのに，天
皇の戦争責任は避けてとおれない」（『朝日新聞
社史　昭和戦後編』）――であり，昭和と天皇
との関係の総括に力点がおかれた．
昭和天皇ががんのため手術を受けたのは

1987 年 9月 22 日．1989 年 1月 7日に亡くなる
までの約 1年 3カ月の間，昭和がいつ終わると
決定したわけではなく，一時代を振り返る企画
記事はできない．天皇の逝去と同時に昭和を検
証する記事を展開するための準備期間となっ
た．
課題は，昭和天皇の死をどう報じるかとい
うことだった．日本新聞協会発行『新聞研究』
1989 年 5月号は「天皇報道を振り返る」とい
う特集を組んでいる．三大紙と NHKなどの編
集幹部の座談会で，主に話し合われたのが，天
皇の死を「崩御」「ご逝去」などどう表現する
か，病状取材に大量の記者を動員したことの是
非など，天皇の病状と死を巡る取材対応や紙
面・番組づくりに関してである．天皇報道の中
に，「昭和」の総括は位置づけられていなかっ
た．
昭和から平成に改元した際の 1989 年 1月 7

日夕刊と翌 8日朝刊の紙面を見ると，「天皇と
戦争」をテーマにした解説記事や写真グラフ，
座談会などに大きく紙面を使っている．企画記
事も「人間天皇」が主題であり，昭和天皇の戦
争責任と一代記が報道の主眼だったといえる．

NHKの「日本人の意識」調査は 1973 年から
5年おきに天皇に対する感情を聞いている．88
年までの調査では，「尊敬の念をもっている」（尊
敬）と「好感をもっている」（好感）は併せて
5割前後で推移していたが，平成に入ると「好
感」が大幅に増え，「尊敬」も 2008 年以降増加
している．「尊敬」は 18年調査で 41・0％に上
り，「好感」の 35.8％をも上回り，過去最も多
かった．戦前は神格化され，戦後は新憲法で
「日本国と日本国民統合の象徴」と規定された

ものの戦争での役割とその責任が問われ続けた
昭和天皇の死により，皇室に対する国民意識が
好意的なものに変化したのではないだろうか．
それでは，昭和はどのような時代とされてい
たのか．昭和天皇の逝去時に出された衆院議長
の「謹話」は「激動の昭和の御代を通じて」と
述べている．毎日新聞号外は見出しに「激動の
昭和終わる」と取り，読売新聞の号外も「激動
の昭和　歩まれて」を見出しにしている．
戦争と経済成長という歴史的に類を見ない
二つの出来事を経験した昭和時代は，文字通り
「激動」の時代だったというのが国民の共通認
識になっていたと言えよう．既に 1960 年代に
は民放テレビ局が「激動の昭和」とうたい終戦
特別番組を制作している．昭和が 60年たつと，
昭和史を振り返る風潮が高まった．神戸新聞が
1985 年，「昭和自分史」を募集すると約 900 人
から作品が寄せられた．恐慌下の農村，出征，
戦死，疎開，弾圧，空襲，引き揚げなど体験の
幅は広く，連載では 450 家族が登場した．読者
参加の「庶民昭和史」というジャンルを切り開
いたものでもある．（『新聞研究』1985 年 11 月
号「『昭和史』から読者の欲求を掘り起こす」）
昭和は 62年余続いた．その幕を閉じるまで

に，世間では一つの時代を総括する作業は終
わっていたのではないだろうか．

７. 大型企画に欠けた視点
平成時代を振り返る朝日新聞，読売新聞，毎
日新聞 3紙の特集面による大型企画は，政治，
経済，社会，文化，スポーツなどあらゆる分野
からテーマを取り上げて検証するというスタン
スだった．経過を示した図表，専門記者による
解説記事，有識者による回顧や提言など，構成
も基本的には同じである．新たな視点から 30
年間をとらえたものではなく，まとめ作業に終
わったきらいがある．極論すれば，あらゆる
テーマを並べた総花的な企画だった．
多様化の時代であり，報道するテーマも多
岐にわたらざるを得ないのは理解できる．しか
し，新聞社は言論機関である．そうである以
上，社内の議論を経て「平成は○○の時代だっ
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た」という主張を前面に出して，さらなる論争
を起こしてほしかった．読売新聞の『平成時
代』は特集面に限らず，▽政治面「政治回顧」
▽経済面「電機敗戦」▽生活面「人生案内」▽
投書欄「気流」――など通常紙面も使って，2
年間に 500 本以上に上った．その記事量は膨大
であり全体像がつかめない．体系立てての説明
が必要だったと言える．
3紙の大型企画では記者の解説記事が多かっ
た．しかし専門記者の見方だけではなく，同じ
平成時代を生きた人々の視点や考えで時代を再
現することも必要だった．そういう点では，『平
成の記憶』を検証した毎日新聞社の「開かれた
新聞委員会」（注 3）（2018 年 12 月 20 日開催）
で，委員を務めるノンフィクション作家，吉永
みち子の指摘が参考になる．
＜「記憶」の「経済」の回では，バブル期か

ら崩壊，金融危機，リーマン・ショック，アベ
ノミクスという流れを解説的に分析するだけで
なく，その時々で人々がどんな思いでいたのか
を，例えばサラリーマン川柳（第一生命）で見
てみるという方法もあったかもしれない．私た
ちの暮らし，感情などで展開する方法も，新聞
が身近に感じて分かりやすかったかなと思っ
た．大局的にものを見ようとする視点ととも
に，一般生活者の気持ちも切り取ってもらえた
らと感じた＞
冷戦終結と同時に平成は始まり，その後，テ
ロという脅威が生まれ，世界はインターネット
でつながり，携帯電話やスマートフォンなど通
信機器の発達が人と人との関係性を変えた．そ
ういうグローバルの時代でもあった．しかし，
大型企画のテーマを見ると，国内の出来事がほ
とんどで，海外に目を向けたのは「ドイツ統
一」（朝日）「米同時多発テロ」（朝日）「冷戦終
結」（毎日）「地球環境」（朝日・毎日）のわず
か四つである．フェイクニュースなど国内外の
言論を巡る問題も扱っていない．日本特有の元
号による一つの時代を振り返るのだから，国内
問題を取り上げればよいという考えだったので
あれば残念である．

８．まとめ
「激動の昭和」といった不動の枕言葉が平成
時代にあるわけではなく，「明治維新」「大正デ
モクラシー」のように世相を一言で表せるには
いまだ至っていない．しかし，自然災害やテロ
が多発し，「不安」の空気が広がる一方，イン
ターネットやスマートフォンなど情報技術の急
速な進歩は人類の生活様式を一変させた．その
時期が重なったのが平成という時代である．災
害への備えやネット社会の対応は「ポスト平
成」時代の重い宿題となった．
「平成」最後の日，2019 年 4月 30 日の毎日
新聞朝刊（大阪本社版）社会面は「ゆく平成　
ありがとう」「平和　復興　次代に」を見出し
に取り，地上戦で多数の住民が犠牲になった沖
縄，広島と長崎の被爆地，阪神大震災や東日本
大震災の被災地で，退位される天皇への思いを
聞いている．同じ日の朝日新聞朝刊（大阪本社
版）は社会面見開きで，平成 30年間の年表に，
作家の高村薫の寄稿「危機招いた思考停止　変
化を阻むな」を載せた．深刻な少子高齢化，貧
困と格差の拡大，破綻した原子力政策は「平成
の 30年間に私たちが見て見ぬふりをし続けた
結果の危機でもある」と指摘し，「変わる意思
と力を持った新しい日本人が求められる」と
令和時代に必要な人物像を描いている．新元
号「令和」が発表されて以降，平成を振り返る
記事は影を潜めた．平成は徐々に「思い出」に
なっていくのもしれないが，読者とともに平成
時代の意義を見いだしていく企画を紙面で打ち
出してもらいたい．
読売新聞『平成時代』に「戦後 73年」を

テーマにした特集面があった．日本では元号の
ほか，「戦後」も時代の区切りとして重要であ
る．戦後 50年の 1995 年，当時の首相，村山富
市は，日本が第 2次大戦中にアジア諸国で侵略
や植民地支配をしたことを認め，公式に謝罪し
た「村山談話」を発表し，政府の公式見解とし
て歴代内閣に引き継がれている．戦後 70年た
ち，広島，長崎の原爆投下による被爆者の平均
年齢は 80歳を超え，被爆体験の継承が直面す
る課題となり，翌 2016 年 5月，現職米大統領
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としてバラク・オバマが初めて被爆地の広島を
訪問した．「戦後」という物差しを使っての論
考が必要なテーマは多い．
東京大学教授の五百旗頭薫ら日本政治外交史
の研究者は，明治元年からの 150 年を 30年ず
つ五つに区切るという見方を示している．1期
目の 1868 ～ 1898 年は国民国家の形成期で，日
清戦争を経て国として自立していく時代であ
る．第 2期は 1928 年までの戦前の政党内閣制
が確立し民主化が頂点に達する時代．3期目は
1958 年までの戦後体制が確立する時代で，第 4
期は冷戦終結までの時代．第 5期が冷戦後かつ
平成の時代だが，この中で一番とらえがたいの
が平成の時代だと指摘している．（明治 150 年
を展望…する：第 1回「歴史の教訓を現代につな
ぐ」東京財団政策研究所のインターネットサイ
トより）
「平成」という枠組みにとらわれず，「戦後」

「明治以降」という長期的視点に立っての総括
も今後必要となるのではないか．

注 .
1. 「あすへの報道審議会」:「ともに考え，とも
につくるメディア」という目標に向けて，朝
日新聞社が 2016 年 4月に新設．読者代表と
して紙面作りなどに意見を述べるパブリック
エディター（PE）が報道内容について，紙
面モニターら社外の声をもとに編集幹部らと

議論をする．

2.「報道と紙面を考える」懇談会 :読売新聞東
京本社は新聞監査委員会の審査委員と顧問に
よる合同会議を年 2回開き，報道や紙面のあ
り方を検証してきた．この会議を見直し，有
識者の声を記者教育にも生かすため新たに懇
談会を創設した．2008 年に第 1回の会合が
開かれている．

3. 「開かれた新聞委員会」: 2000 年に発足した
毎日新聞の第三者機関． 新聞界で初めて，
報道への当事者からの苦情と対応に「第三
者」の目を反映させる試みで，社外の識者か
ら新聞に対する率直な見方，批判，期待を話
してもらっている．
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毎日新聞 130 年史刊行委員会（2002）『「毎日」
の 3世紀－新聞が見つめた激流 130 年（下
巻）』毎日新聞社

『新聞研究 1989 年 5月号』日本新聞協会
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